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　　1） The Kennedy doctrine of 1961 acknowledged Soviet control over the eastern side of the Iron Cur-
tain. 2） I pointed out that this became a precondition for the Brezhnev doctrine in 1968. 3） Kennedy’s 1963 
address at the West Berlin Town Hall proposed a new strategy. It was different from his “strategy of peace” 
shown by his address at the American University. It aimed to realize the human rights in the communist bloc.　
I call this strategy the Kennedy doctrine of 1963. I proved that this doctrine was not a part of his ad-lib, but a 
part of the script （the index cards）, 4） We can regard the Kennedy doctrine of 1963 as well as his address to the 
General Assembly of the UN 1963 as a forerunner of the CSCE process, 5） The “New Ostpolitik” of Willy Brand 
adopted Kennedy’s “strategy of peace”. But the Ostpolitik was very different from the Kennedy doctrine of 
1963 shown by his Berlin Town Hall address. The former was focused on the humanitarian problems, as the 
basket 3 of the Helsinki Final Act did. But the latter was focused on the human rights, as the 7th principle of 
the Helsinki Final Act did. To show the character of the Ostpolitik, I explain the details of the “Passierscheinab-
kommen” （pass-agreement）, the close relationships between the leaders of West German Social Democrats and 
East German secret diplomat （the Stasi-agent Hermann von Berg）, the criticism of the Ostpolitik by East Ger-
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2011 : 18, J上 : 28）。同種の証言がほかにも多
く，同年 7月 22日の米国務省訓電も同様であっ








前 : 82-83, J上 : 137-138）。いずれもラスク自
身が Hiltonに語った証言である。
この時ケネディ政権には，東独市民の人権，


























フルシチョフはすでに 1958年 11月 10日に
ポツダム協定〔1945年〕とベルリン議定書〔1944
年〕の廃棄およびそれらに基づくソ連の権利の
東独への委譲の考えを演説した（クロル 1970 : 
101）上で，同 11月 27日にベルリン問題につ
いての覚書（日本国際問題研究所 1963 : 資料

























1970 :  109-111）。協定の批准は 1959年 3月，


















































chev 1974 : 358, J下 : 75）。









かった（クロル 1970 : 102-105）。
ベルリン危機の中のウィーン首脳会談で米ソ
両首脳は「それぞれの主張を互いにつきつけ







（2011 :  879-991），② Wettig（2011 : 189-259），





































 5）　Beschloss（1991 : 194, J上 : 313）によれば「合
衆国政府はウィーン首脳会談後 25年もの間こ
れらの資料を封印してきたが，著者の 4年間































































本国際問題研究所 1963 : 資料 14 ; Mitdank 











（① : 965, 989など），西ベルリンへの米英仏軍
アクセスの管理は東独の権限になると繰り返し
























軍縮関係）とを 6月 10日に公表して（Karnar 
2011 : 985），米国へ圧力を掛けた。Kemp
（2011 : 248, J上 : 339）はこのうちのドイツ問
題覚書手渡しを「俳優のような劇的タイミング」
だったと言うが，フルシチョフは前日にも核実



























の決定は議長にかかっている（be with the 
Chairman）ことを認めた」（① : 986）。Schle-


















































































イによって 3要件を把握した（Beschloss 1991 : 



























































連軍に指示したと語った（クロル 1970 : 217）。
12）　東独係官が連合軍関係者に身分証明書の提
示を求めたことへの対抗措置であった（詳細は
Hilton 2011 : 161-174, J上 : 267-288）。この時
はケネディとフルシチョフの間で，ソ連側が
「先に引くという合意」をした（同前）。




見た（クロル 1970 : 220）。















他方フルシチョフも 7月 8日に赤軍 120万人
削減計画撤回と軍事予算 1/3増を発表した




















ウが 1976年 8月 12日に北ドイツテレビのイン
タビューで語った（Catudal 1980 : 197-200）。








（Beschloss 1991 : 264-5, J上 : 387-8）。
ロストウとのこの会話の日付はマクロイ報告
の「数日後」（同前）ないし「8 月初め」



















念の余地無く」否定した（Catudal 1980 :  200 ; 

























この記録について Wettig（2011 : 352）は，
実はフルシチョフはすでに〔マクロイとの会談




























避けた（Catudal 1980 : 203）16）。
こうしてウィーン会談決裂の妥協策として平
和条約抜きの壁建設方針が米ソの共通理解とな


























いた（Wilke 2011 : 66）。それはソ連にとって
東独支配手段でもあった（Woyke 1993 : 36f.）。











































義を説いた（Wettig 2011 : 504-518に速記録）。
れでベルリン問題が解決する」と言った（Hilton 






た（Prowe 1989 : 159）。
フルシチョフはとっくに西側の心情を見透か
































































20）　Beschloss （1991 : 278, J : 409）; Kempe
（2011 :  380, J下 : 122-123）。ともに典拠は J. 
Reston （New York Times, 09/06/1961）。
21）　20万人（Hilton 2011 : 129, J上 : 212），25万













る（例えばWyden 1989 : 224 ; Beschloss 1991 : 























22）　英文は Office of the Historian，独訳は Prowe 
1985 : Dok. 2や Chronik_dok掲載。
─　　─32（　　）32
東独内で壁反対の「蜂起」が起こらないよう努






駐留第 8歩兵師団第 1戦闘部隊 1,500人を移動
させ， 市民の大歓迎を受けた （Schlesinger :  396, 







離症候群」が加わり広がった（Bickhardt ;  Fis-















（クロル 1970 : 221）。
24）　フルシチョフの言い分は Khrushchev（1971 :  
Chap. 17）に詳しい。
25）　広場名は当時 Rudolph Wilde Platz，以前は
Rathausplatz，今は John F. Kennedy Platz。参加































294）は 30 万人またそれ以上，Berlin1 や
Daum（2008 : 137）は 45万人，しかし AP（2015 :  
4）や BBC_dayは 12ないし 15万人と言う。写
真によれば広場は超満員であった（Berlin3や




















りに練ったものであった（Daum 2008 : 140）。
またケネディに通訳として随行したロクナー












































































































































































































と答えた（Sorensen 1965 : 589, J : 274）。当時
は彼の信頼喪失の時であった。
キューバ危機でのケネディの成功に賛美が多
いが，批判も少なくない（Beschloss 1991 : 














最大の成功の地になった」（Sorensen 1965 :  717, 
J : 382）。
















































































































を予告した（Link 1988 : 162）。
平和演説は「詩的な演説」だが，核実験禁止
条約に米国世論とソ連を納得させるという「政
治的計算の産物」でもあった（Beschloss 1991 : 





























































































































31）　例えば SP（27/1963 : 16）や SP（27/1963 : 16），





















進行/予定 冒頭の言葉 : 内容
1 （1）　I am proud … : 市長・首相への挨拶とクレイ将軍の紹介
2 （A）　Two thousand years … :「Ich bin ein Berliner」
3 （B）　 There are many people … : 西側の一部の共産主義肯定評価を批判し，「彼らをベルリンに来
させよう」
4 （a）　Ten years ago this month… : 1953年東独蜂起鎮圧への批判
5 （C）　 Freedom has many … : 自由には困難，民主主義には不完全があるが，我々は市民を閉じ込
める壁を造ったことはない
6 （2）　 I want to say, on … : 長期包囲にもかかわらず活力や希望を失わない西ベルリンへの賛辞
7 （b）　From s ruin of rubble … : ベルリンは「再統一されたドイツの将来の首都である」
8 （3）　While the wall … : 壁非難
9 （c）　It has been said that … : フルシチョフの西ベルリン「自由都市」化批判
10 （4）　What is true of … : 自由と人権による恒久平和
11 （5）　You live in a defended … : 壁を越えた正義のある平和へ
12 （D）　Freedom is indivisible … : 自由普及によるドイツ・ヨーロッパ統一
13 （E）　All free men, … : 自由な人々はすべてベルリン市民


























（3）の原稿末尾には「And sooner or later it 
will come down」（it＝壁）とある。ケネディは
手書きでこの「will」に取り消し線を引き何か








32）　それらと Lasst sie nach Berlin kommenの発
音も記した別の紙片があり，Berlin3や de. 






































実はさすが Beschloss（1991 : 607, J下 : 358）




































該当箇所には “So let me ask you as I close, …” 
とあるのだから「締めくくり」が妥当である。



























































































































い : ① コメントが典拠とした妹尾（2011 :  11 ; 














































緯や政争には触れない（佐瀬 1973 ; Ash 1993 : 

































































































































































瀬 1973 : III章）。またバール演説はシュレー
ダー構想とは異なって接近対象に東独を含めた






































































































































（Hofmann 2007 : 90-92）45）。
45）　ごく部分的な成果はあった。壁によって東
ベルリンに閉じ込められた西ベルリンの大学












































































47）　西ベルリンのラジオ放送 RIASが 1973年 12
月 19日放送（Bender 1995 : 285ff.収録）。聞き
手レキシン（Manfred Rexin）は学生時代から
下記のベルクの知己であった（Amos 2015 :  
164）。著者 Benderは「ブラント東方政策のマ
スコミにおける先駆者」と言われた（SP 

















者」となった（Knabe 1999 : 32）。そこには，
1964年初めに SPDトップに就任したブラント
の対東独政策を「現実的」と評価した東独側の
ブラント接近の思惑もあった（Staadt 1993 : 
112f. ; Münkel 2015 : 25f.）。この役割は 1973







mann 2007 : 93）が，「期間全体で約 29万人の
48）　ベルクは西独で「シュトフの緊密な協力者」
「シュトフの気に入り」「シュトフのスタッフ」






は BMiB （1978 : 1023ff.） にある。原資料複写







（Kunze 1999 : 12）51），実際の利用者は 1,242,810
人であり，複数回通行を含む（東独公式発表，
BMiB 1985 : 977）。当時西ベルリン人口は 220



















東独は 1964年 12月から 1人 1日当たり少な









51）　〔 〕内は順に Chronik der Mauer : Dez. 1963，
Hofmann 2007 : 93，BMiB 1985 : 977。
52）　協定は BMiB （1980 : 987ff.）所収，1000 doku-
menteに転載，浦田（1964）も一部紹介。































































































両替所での通貨交換（DM : DDR-M＝1 : 1）は，
65.7万 DM（1人当たり約 0.5DM）にすぎなかっ
































































ことが当時注目された（佐瀬 1973 : 153 ; Wen-




（Brandt/Stoph 1970a : 623）。彼は会談の席上で
は東独の 1966年制定の公民権・人権法を引き












































































































放され（Wolf 1997 : 355f.）職場復帰した。当

















測した。ベルク協力者 Niemann（1991 : 537）
は釈放をシュトフの介入と言う。Malycha
（2009 :  251）は勾留後に秘密軍事法廷で禁固
25年の判決と言うが，Berg（1987 : Buchdecke）
には未決勾留とある。HVA文書の殆どが 1990


















































を扱うのが良い」と語った（Vogtmeier 1996 : 
366, J : 469，邦訳は典拠省略）。




































1996 : 369, J : 473-4）。













































（Günther）としてシュタジ HVA第 X部の IMであった
（Müller-Enbergs 2010 : 98 : Münkel 2015 : 36）。
HVA第 X部（ないしその前身）は，ソ連 KGBとの
協力のもと西独への政治工作（「積極的諸措置」や「偽
情報」）を担当した（Knabe 1999a : 158 ; Wiedmann 








ちの外相ゲンシャーと知り合った（Amos 2015 : 163f. ; 





あり，「交渉全権」を与えられなかった（Wolf 1997 : 
238）。他方すでに彼の「学生幹部」時代にシュタジが
体制に「批判的（リベラル）な態度」に努めるよう「委







の「最も重要なチャンネル」と見なした（Knabe 1999 : 































































Amos, Heike （2015）　Die SED-Deutschlandpolitik 
1961 bis 1989, Vandenhoeck & Ruprecht.
AP （ed.） （2015）　The Fall of Berlin Wall : 25 Years 
Later, AP EDITIONS.




Behrendt, Michael & Dirk Banse （2012）　Schrieb die 
Stasi bei Wallrafs “Ganz unten” mit?, in : Die Welt 
Online, 22. 04. 2012.
Bender, Peter （1995）　Die Neue Ostpolitik und ihre 
Folgen, 3.　Überarbeitete und erweiterte Neuaus-
gabe, Deutscher Taschenbuch.
Benz, Wolfgang et al. （Hg., 1978）　Einheit der Nation, 
frommann-holzboog.
Berg, Hermann von （1987）　Marxismus-Lemmsmus, 
Bund.
Beschloss, Michael （1991）　The crisis years, 1960-
1963, Edward Burlingame Books. マイケル・ベ
シュロス，筑紫哲也訳『危機の年 1960-1963』
上下，飛鳥新社，1992.
Bickhardt, Stephan （1988）　Recht stroeme wie Wasser, 
Wichem.
BMiB （Bundesministerium für innerdeutsche Bezie-
hungen） （Hg., 1978）　Dokumente zur Deutsch-
landpolitik, R. IV, Bd. 9, Alfred Metzner.
──── （1980）　Dokumente zur Deutschlandpolitik, 
R. IV, Bd. 10, Alfred Metzner.
──── （1985）　DDR Handbuch, 3., überarbeitete 
und erw. Aufl., Verlag Wissenschaft und Politik.
Bögeholz （1995）　Die Deutschen nach dem Krieg :  
Eine Chronik, Rowohlt.
Botschaft der Republik Ungarn u.a. （2006）　50 Jahre 
Revolution und Freiheitskampf in Ungarn, in :  
http://www.ungarn1956.de/sites/default/files/
pressemappe190106.pdf.
Brandt, Willy & Willi Stoph （1970）　Das Gespräch in 
Erfurt, in : DA 5/1970.
──── （1970a）　Das Gespräch von Kassel, in :  
DA 6/1970.
Brandt, Willy （1976）　Begegnungen und Einsichten, 
Hoffmann und Campe.
──── （1989）　Erinnerungen, Propyläen.
──── （2004）　Berliner Ausgabe Bd.3, J.H.W. 
Dietz Nachf. GmbH.
Catudal, Honore M. （1980）　Kennedy and the Berlin 
Wall Crisis, Berlin Verlag.
Daum, Andreas （2008）　Kennedy in Berlin, Cam-
bridge UP.
Detjen, Marion （2005）　Ein Loch in der Mauer, Siedler.
Fischbeck （1995）　Das Mauersyndrom, in :  Enquete-
Kommission „Aufarbeitung von Geschichte und 
Fogen der SED-Diktatur in Deutschland“, Bd. V-2, 
Suhrkamp.
Harrison, Hope M. （2011）　New Evidence on the 
Building of the Berlin Wall, Wilson Center, digi-
talarchive.
Hilton, Christopher （2011）　The Wall : The People’s 
Story, The History Press. クリストファー・ヒ
ルトン，鈴木主税訳『ベルリンの壁の物語』
上下，原書房，2007.
Hofmann, Arne （2007）　The Emergence of Détente in 
Europe, Routledge.
Karner, Stefan u. a. （Hg., 2011）　Der Wiener Gipfel 
1961, StudienVerlag.
Kempe, Frederick （2011）　Berlin 1961, G. P. Put-
nam’s Sons. フレデリック・ケンプ，宮下嶺夫
訳『ベルリン危機 1961』上下，白水社，2014.
Khrushchev, Nikita, ed. : Strobe Talbott （1971）　
Remembers. タイム ･ライフ ･ ブックス編集部
訳『フルシチョフ回想録』タイムライフイン
ターナショナル，1972.
────, ed. : Strobe Talbott （1974）　Remembers :  
The Last Testament. 佐藤亮一訳『フルシチョフ
最後の遺言』上下，河出書房新社，1975.
Kleinschmid, Harald （1988）　“Symptome eines Syn-
droms”, in : DA 3/1988.
Kleßmann, Christoph （1982）　Die doppelte Staats-
gründung : deutsche Geschichte 1945-1955, Van-
denhoeck & Ruprecht.
──── （1991）　dito, 5. überarbeitete und erw. 
Aufl., Vandenhoeck & Ruprecht. クレスマン『戦
後ドイツ史 1945-1955 : 二重の建国』未来社，
1995.
──── （1991a）　Opposition und Dissidenz in der 
Geschichte der DDR, in : Aus der Politik und 
Zeitgeschichte, B5.
Knabe, Hubertus （1999）　Die unterwanderte Repub-
lik :  Stasi im Westen, Propyläen.
──── （1999a）　West-Arbeit des MfS : Das Zusam-
menspiel von »Aufklärung« und »Abwehr«, Ch. 
Links.
Koch, Thilo （1963）　Ein Amerikaner in Europa : Aus 
dem Stenogrammblock eines Begleiters, in : Die 
Zeit, 27/1963 （5. Juli）.
Koehler, John （1999）　Stasi, Westview Press.
Korte, Karl-Rudolf （1998）　Deutschlandpolitik in 
Helmut Kohls Kanzlerschaft : 1982-1989, DVA.
Kunze, Gerhard （1999）　Grenzerfahrungen, Akade-
mie Verlag.
Link, Werner （1988）　Der Ost-West Konflikt, Zweite, 
─　　─57 （　　）57
überarbeitete und erweiterte Auflage, Kohlham-
mer.
Mahnke, Hans H. （1972）　Der Zugang nach Berlin 
（I） & （II）, in : DA, H. 2 & H. 4.
──── （1975）　Zum Status von Berlin, in : DA, 
H. 8.
Malycha, Andreas u. P. J. Winteers （2009）　Die SED :  
Geschichte einer deutschen Partei, C. H. Beck.
Mitdank, Joachim （2004）　Berlin zwischen Ost und 
West, Kai Homilius.
Müller-Enbergs, Helmut u.a. （Hg., 2010）　Wer war 
wer in der DDR?, Ch. Links.
Münkel, Daniela （2015）　Kampagnen, Spione, geheime 
Kanäle : Die Stasi und Willy Brandt, 2., korrigierte 
Auflage, BStU.
Niemann, Heinz （1991）　Der sogenannte BDKD in 
der Opposition und Dissidenz der DDR （Leserfo-
rum）, in : DA, H. 5.
O’Donnell, Kenneth P. （1970）　“Johnny, we hardly 
knew ye” : Memories of John Fitzgerald Kennedy, 
Little, Brown and Company.
Potthoff, Heinrich （1997）　Bonn und Ost-Berlin 
1969-1982, J.H.W. Dietz Nachfolger.
Prowe,  Diethe lm （1976）　Die  Anfänge  der 
Brandtschen Ostpolitik in Berlin 1961-1963, in :  
Wolfgang Benz et al. （Hg.） Aspekte deutscher 
Außenpolitik im 20. Jahrhundert, DVA.
──── （1985）　Der Brief Kennedys an Brandt 
vom 18. August 1961, in : Vierteljahrshefte für 
Zeitgeschichte, 33-2.
──── （1989）　»Ich bin ein Berliner«, in : Berlin 
in Geschichte und Gegenwart : Jahrbuch des Lande-
sarchivs Berlin.
Roth, Margit （2014）　Innerdeutsche Bestandsauf-
nahme der Bundesrepublik 1969-1989, Springer 
VS.
Ryan, Halford （ed.） （1995）　US Presidents as Ora-
tors, Greenwood Press.
Schlesinger, Arthur （1965）　A Thousand Days_Ken-
nedy in the White House. 中屋健一訳『ケネディ :  
栄光と苦悩の一千日』上下，河出書房新社，
1966.
Schmidt, Wolfgang （2003）　Die Wurzeln der Entspan-
nung, in : Vierteljahrshefte für Zeitgeschichte, 51-4.
Snyder, Sarah B. （2013）　Human Rights Activism and 
the End of the Cold War, Cambridge UP.




Staadt, Jochen （1993）　Die geheime Westpolitik der 
SED 1960-1970, Akademie Verlag.
Steglich, Peter ; Leuschner, Günter （1996）　KSZE-
Fossil oder Hoffnung?, edition ost.
Suckut, Siegfried （2010）　Probleme mit dem „großen 
Bruder“, in : Vierteljahrshefte für Zeitgeschichte, 
H. 3.
Taylor, Frederick （2006）　The Berlin Wall, Harpers 
Perennial.
Templin, Wolfgang （1992）　Das schlechte Vorbild der 
Anpassung, in : Die ZEIT, Nr. 12 （13. März）.
Timmermann, Heiner （Hg., 2002）　1961-Mauerbau 
und Außenpolitik, LIT.
Vogtmeier, Andreas （1996）　EgonBahr und die 
deutsche Frage, J. H.W. Dietz Nachfolger. フォー
クトマイヤー，岡田浩平訳『西ドイツ外交と
エーゴン・バール』三元社，2014．
Wallraff, Günter （1985）　Ganz unten, Kiepenheuer & 
Witsch. ヴァルラフ，マサコ・シェーンエック
訳『最底辺』岩波書店，1987.




Wettig, Gerhard （Hg., 2011）　Chruschtschows Westpo-
litik 1955-1964 Bd.3, Oldenbourg.
Wiedmann, Roland （2012）　Die Diensteinheiten des 
MfS 1950-1989, BStU.
Wilke, Manfred （2011）　Der Weg zur Mauer, 2., durch-
gesehene Auflage, Ch. Links.
Wolf, Markus （1997）　Spionagechef im geheimen 
Krieg :  Erinnerungen, List.
Woyke, Wichard （Hg., 1993）　Handwörterbuch inter-
nationale Politik, 5., aktualisierte und erw. Aufl., 
Leske und Budrich.
Wyden, Peter （1989）　Wall-The Inside Story of 




DOS= The Department of State Bulletin
FAZ=Franfurter Allgemeine Zeitung
ND = Neues Deutschland
SP = Der Spiegel
＜ケネディ演説＞（引用は（ ）内を表記．以下同様）
（jfk610120）= 1961年 1月 20日就任演説，邦訳も
─　　─58（　　）58
掲載．
（jfk610725）= 1961年 7月 25日ラジオ・テレビ訪
欧報告演説． 
（jfk630610）= 1963年 6月 10日平和演説，邦訳も
掲載．
（jfk630611）= 1963年 6月 11日公民権演説，邦訳
も掲載．




（jfk630920）= 1963年 9月 20日国連演説 :





（Ulb）= SAPMO-BArch Büro Walter Ulbricht DY 
30/3663



































（Office of the Historian）　https://history.state.gov/
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